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内科領域におけるT-3262の 臨床的検討

田 城 孝 雄 ・加 藤 達 雄 ・山 根 至 二 ・真 下 啓 明

東京厚生年金病院内科*

新 しいキノロン系合成抗菌剤T-3262の 有効性 ・安全性について臨床的検討を行った。

対象は内科外来患者20例 および入院患者5例 の計25例 である。性別は男性9例 ・ 女性16例 で

あ り,年 齢は21歳 よ り76歳 で平均年齢は52.0歳 であった。疾患の内訳は急性咽喉頭炎6例,

急性気管支炎2例,急 性気管支肺炎1例,慢 性気管支炎の急性増悪7例,び まん性汎細気管支炎1

例,肺 膿瘍1例,急 性膀胱炎4例,慢 性尿路感染症2例,丹 毒1例 である0投 与量は150mg1日 分

2が4例,300mg/日 分2が21例 であ り,投 与期間は7目 以内が12例,8日 以上が13例 で最長

28目 投与 した。

結果は呼吸器感染症において著効2例,有 効14例,や や有効2例,尿 路感染症及び皮膚感染症

において著効1例,有 効5例,や や有効1例 で,有 効率は88・0%で あ った。

副作用は軽度の食欲低下が1例 認められたのみであった。
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T-3262は 富山化学工業(株)で 開発された新しいピリ

ドンカルボソ酸系抗菌剤 であり,Enoxacin(ENX)と

同 じくナフチリジン環を有する。この点はキノリソ環を

有するNorHoxacin(NFLX),OHoxacin(OFLX),

Ciprofloxacin(CPFX)と 異なる。本剤 は グラム陽性

菌,グ ラム陰性菌および嫌気性菌に対し広い抗菌スペ ク

トラムを有し,強 い抗菌力を示す1)。経口用抗菌剤とし

ては他の系の抗生剤より抗菌力が強 く,今 後経口薬の中

心的薬剤として期待される2)～4)。

我々はT-3262を 各種感染症に使用 し,そ の有効性

と安全性について臨床的に検討する機会を得たので,こ

こに報告する。

1.対 象および方法

対象は昭和61年6月 より昭和62年6月 まで 東京

厚生年金病院内科を受診 した外来患者20症 例,及 び同

科の入院患者5症 例の計25症 例である0男 性9例,女

性16例 。 年齢は21歳 より76歳 で平均年齢は52。0

歳 である。

疾患 の 内訳は,急 性咽喉頭炎6例,急 性気管支炎2

例,急 性気管支肺炎1例,慢 性気管支炎 の 急性増悪7

例,び まん性汎細気管支炎1例,肺 膿瘍1例 の呼吸器感

染症18例,急 性膀胱炎4例,慢 性尿路感染症2例 の尿

路感染症6例 および丹毒1例 である。

T-3262の 投与量は300mg/日 分2食 後投与を標準

とし,急 性気管支炎1例 及び急性膀胱炎3例 の計4例 に

は150mg/日 分2を 投与 した。 投与期間は,7日 以内

が12例,8日 以 上 が13例 で,最 長28日 投 与 した。

効 果 判 定 に は,解 熱,咳 蹴 の軽 減,喀 疾 の性 状 の改善

及 び 喀 疾 量 の 減 少,呼 吸困 難 ・胸 痛 等 の 自覚 症 状 の 軽

快,胸 部 ラ音 等 の 理 学所 見 の 改 善,白 血 球 数 ・血 沈 ・

CRPの 改 善 尿 所 見 の改 善,分 離 起 炎 菌 の消 失 等 を指

標 と した 。 そ の 改 善 度 と改 善 の速 さ よ り,著 効(Excel-

1ent),有 効(Good),や や 有 効(Fair),無 効(Poor)と

に判 定 した 。

副 作 用 と して は,消 化 器 症状,皮 膚 症 状 等 の 自他 覚的

所 見 の 有 無 及 び 尿 所 見,血 算,肝 機 能 腎機 能 等 を投

与 前 後 で検 査 し変 化 を み た 。

II.結 果

T-3262の 投 与 成 績 をTable 1に 一 括 して表 示 した。

呼 吸 器 感 染 症 は,著 効2例(11.1%),有 効14例

(77.8%),や や 有 効2例(11.1%),尿 路 感 染症 及 び 皮 膚

感 染 症 は,著 効1例(14.3%),有 効5例(71.4%),や

や 有 効1例(14.3%)で あ った 。 著 効 及 び有 効 をあ わ せ

た 有 効 率 は呼 吸 器 感 染 症 で88.9劣,尿 路 感 染 症及 び 皮

膚 感 染 症 で85.7%で あ った 。

起 炎 菌 を み る と,分 離 同 定 で きた もの は,呼 吸 器 感

染 症 で はHaemophilus influenzae 2例,Streptococms

Pneumoniae 1例,Staphylococcus aureus 1例,S.au-

reusと H.influemaeと の 混 合 感 染1例 お よびPseudo-

monas aerugimsa1例 であ る。 尿 路 感 染 症 はStaphy-

lococcus epidermidis1例,同 菌 とCorynebacteriumと

の混 合 感 染1例 ・ 同菌 とGram positive rodと の 混 合感
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Table 2. MICs of T-3262 and other agents against isolated organisms

RTI: respiratory tract infection UTI. urinary tract infection * Inoculum size: 10G cells/m1

染1例,Klebsiella oxytocaとEscherichia coliと の混 合

感 染1例,P.aeruginosaとEnterococcus sp.と の混 合

感 染1例 お よび 同菌 とE.coli,Proteusmirabilisと の混

合 感 染1例 であ るc両 感 染 症 と もP.aeruginosa症 例 に

対 す る有 効 率 は 不 良 であ った 。

分 離 菌 株 で そ のMICを 測 定 し得 た も の をTable 2に

ま とめ た 。P.mirabilisを 除 く全 て の菌 株 にお いて 他 の

new quinolone系 抗 菌 剤 と比 べ,優 れ たMIC値 を示 し

て い る。 ま た臨 床 的 に有 効 率 の不 良 であ ったPaerusi-

nosaに 対 して もMICは 良 好 であ っ た。

副 作用 は,自 覚 症 状 と して症 例20で,食 欲 低 下 が認

め られ た が,軽 度 であ り服 用 期 間 中 に症 状 は 消 失 した。

他 の24例 では 副 作用 は認 め なか った 。

投 与 前 後 にお け る臨床 検 査 値 の変 化 をTable 3に ま

とめ た。 投 与 前 後 で 重大 な変 化 を示 した もの は認 め なか

った 。

III.考 察

T-3262は 広 い抗 菌 スペ ク トラム と 強 い抗 菌 力 を 持 っ

て い る。我 々 の施 行 した 臨 床 的 検討 で は有 効 率 は 全 体 と

して88.0%と 高 い有 効 性 を示 した。 疾 患 別 に有 効 率,

投 与 量,起 炎 菌 につ いて 考察 を 加 え る。

急 性 咽 喉 頭 炎,急 性 気管 支 炎,急 性 気 管 支 肺 炎 の 急 性

呼 吸 器 感 染 症9例 に お い て,1例 に150mg/日 分2,

他 の8例 には300mg/日 分2投 与 さ れ,著 効1例,有

効7例,や や有 効1例 で有 効 率 は88.9%で あ った 。 起

炎 菌 は グ ラム陽 性球 菌 のS.pneumoniae,S.aureus,グ

ラム 陰 性桿 菌 のH.inf1uenzaeが 中 心 であ り,T-3262は

MICか らみ て も,こ れ ら の菌 には 非 常 に 有 効 で あ る。

投 与 量 は300mg/日 分2で 充 分 と考 え られ る。

慢 性気 管 支 炎 の急 性 増 悪 び まん 性 汎 細 気 管 支 炎,肺

膿 瘍 の慢 性呼 吸 器 感 染 症9例 に お い て は,全 例 に300

mg/日 分2が 投 与 され ,著 効1例,有 効7例,や や有 効

1例 で有 効 率 は88.9%で あ った 。 起 炎 菌 と して 同 定 で

き た の は,S.aureus 1例,P.aeruginosa 1例 のみ で

あ った 。 や や 有 効 であ った1例 は 症 例15で,25歳,男

性,習 慣 性 扁 桃 炎 にて 幼 時 よ り各 種 の 抗 生 剤 を 常用 して

い た症 例 で あ る。T-3262投 与 直 前 に,Minocycline,

Bacampici11inの 投 与 を 受 け てお り無 効 であ った0起 炎

菌 はP.aeruginosaでMICは106 cells/mlで0.2μg/ml

と良 好 で あ った 。300mg/日 分2を21日 間 投 与 し咳 漱

の 軽 快,喀 痰 量 の著 明 な減 少 を認 め た が,CRPが3.4

mg/dlか ら1.2mg/d1ま で改 善 した も の の陰 性 化(当 院

で はCRP 0.8mg/d1以 下 が 陰 性)し な い 事 と,ESRが

47mm/hrよ り43mm/hrと 改 善 を 認 め な いた め や や 有

効 と した。

慢 性 呼 吸器 感 染 症 では グ ラム 陰 性桿 菌 の 割 合 が 高 い の

で300mg/日 分2で も有 効 で あ る。

急 性 膀 胱 炎4症 例 に お い て,3例 に150mg/日 分2,
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Table 3-2. Laboratory data before and after administration of T-3262

B: Before A: After

1例 に300mg/日 分2が 投 与 さ れ た 。 有 効3例,や や

有 効1例 で有 効 率 は75.0%で あ っ た。 起 炎 菌 は グ ラム

陰 性 桿菌 が 中 心 であ った 。 やや 有 効 の症 例 は,症 例22

で,75歳,男 性,糖 尿 病 が あ り尿 糖 強 陽 性 で あ った。 起

炎 菌 はP.aeruginosaとEnterococcus sp.でMICは

106 cells/m1で そ れ ぞ れ0.78μg/m1と0.1μg/m1で あ っ

た。 尿 中 の菌 数 は 減 少 傾 向 にあ っ たが,完 全 に は除 菌 さ

れ ず や や 有 効 と した 。

急 性 膀 胱 炎 に は150mg/日 分2で 充 分 と考 え られ る。

慢 性 尿 路 感 染 症 例2例 は,300mg/日 分2,7日 間 投

与 にて 有 効 で あ っ た。

丹 毒 の症 例 は,顔 面 の 腫 脹,発 赤,疼 痛 の軽 快,消

失,CRPの 陰 性 化,WBCの 減 少 で著 効 を示 した 。 皮 膚

感 染 症 た対 して も極 め て有 効 で あ る。

我 々 の症 例 か ら分 離 され たP.aeruginosaのMICは

0.05μg/m1か ら0.78μg/mlと 低 い が,P.aeruginosaに

対 す る臨 床 効 果 は必 ず しも充 分 とは言 え な い。 投 与 中 に

速 や か に耐 性 を獲 得 した た め 臨 床 効 果 が 低 くな った 可 能

性 があ る。

副 作 用 は 我 々 の 症 例 で は 軽 度 の 消 化 器 症 状 を1例 認 め

た のみ で,中 枢 神 経 症 状 の よ うな 重 篤 な もの は 認 め なか

った 。 しか し,投 与 量 年 齢,併 用 薬(特 に非 ス テ ロイ

ド性 抗 炎 症 鎮 痛 剤)に 充 分 注 意 を 払 う必 要 が あ る。
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OF T-3262 IN THE FIELD OF

INTERNAL MEDICINE

TAKAO TASHIRO, TATSUO KATO, YOSHIJI YAMANE and KEIMEI MASHIMO

Department of Internal Medicine, Tokyo Kosei-Nenkin Hospital
5-1 Tsukudo-cho, Shinjuku-ku, Tokyo 162, Japan

We studied the clinical efficacy of T-3262, a new quinolone antimicrobial agent, in 25 cases con-
sisting of 18 cases of respiratory and 6 of urinary tract infection, and 1 of erysipelas. T-3262 was
administered at a daily dose of 150 mg or 300 mg.

Clinical efficacy was excellent in 3 patients, good in 19 and fair in 3, with an efficacy rate of
88.0%. Neither adverse reactions nor abnormal laboratory tests were observed.


